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藤沢商工会議所経営発達支援計画（平成 29 年度分）に対する事業評価会議結果について 

 

 

開催日時：平成３０年６月２８日（木）午前１０時～１１時５０分 

開催場所：藤沢商工会議所 ２階会議室 

 

本所経営発達支援計画に基づき、記載の事業（平成 29 年度分）について、地域の状況を

把握している外部有識者（５名）による、事業の検証会議を開催し、実施状況、成果の評

価・見直し案の提示を行った。  

事業の評価については、推進状況、成果、満足度等をＡ（大いに良好）・Ｂ（良好）・Ｃ

（見直し）といったランク付けにより評価を数値化する。 

Ａ評価・・・事業の実施状況、内容、成果が 80％以上の評価 

Ｂ評価・・・事業の実施状況、内容、成果が 50％～79％の評価 

Ｃ評価・・・事業の実施状況、内容、成果が 49％以下の評価 

 

外部有識者（順不同） 

 ・独立行政法人中小企業基盤整備機構 慶應藤沢イノベーションビレッジ 

 ・神奈川県 かながわ中小企業成長支援ステーション（中小企業支援課 海老名駐在事務所）  

 ・藤沢市 経済部産業労働課 

 ・日本政策金融公庫横浜支店国民生活事業   

・神奈川県よろず支援拠点 (中小企業診断士)  

 

 オブザーバー 

  独立行政法人中小企業基盤整備機構 地域振興部支援拠点ｻﾎﾟｰﾄ課 

  

事務局出席者 ４名 

  

 経営発達支援計画に対する事業評価結果 

  次のとおり 
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藤沢商工会議所経営発達支援計画（平成 29年度実績分）に対する事業評価結果 

 

 

１．地域の経済動向・需要動向に関する情報提供 

事 業 等 評価 

(1) 日商 LOBO 調査、景気ｳｫｯﾁｬｰ調査、雇用動向調査 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 

(2) 経済動向調査の分析説明会 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

(3) 景気動向・需要動向等について調査及び分析、公表 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．経営分析に関すること 

事 業 等 評 価 

(1) 経営分析 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ 

(2) 業種別情報交換会 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．事業計画策定支援に関すること 

事 業 等 評 価 

(1) 経営計画策定支援セミナー Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ 

(2) 個別専門家相談 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ 

(3) 事業計画策定支援 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

(4) 小規模事業者経営発達支援融資 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

(5) 経営革新支援 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

(6) 創業支援 Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ 

  

 

講評等：概ね達成。 

活用事例をＨＰや会報、セミナーでの紹介や、新聞などのマスコミに取り上げ

てもらうなど、メリットを広く知らせることが必要。 

各種調査を広く提供していると思われますので、調査対象増は大変よい。 

地域の拠点として、積極的に情報の発信をしていただきたい。 

登録企業の負荷が大きいこともあり、中々大変かと思うが、新たな企業の掘り

起こしも期待したい。                                    

講評等：概ね達成。 

経営分析した企業を計画策定に繋げていく取組みが必要。 

目標は十分達している。 

連携する専門機関と協力しながら、事業者との対話を深め、強みや弱みを適切

に把握、還元していただきたい。 

経営分析の取組みを着実に進めている様子が伺える。                              
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４．事業計画策定後の実施支援に関すること 

事 業 等 評 価 

(1) 事業計画策定後の支援 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．需要動向調査に関すること 

事 業 等 評 価 

(1) 需要動向分析 Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講評等：（４）については、実績はないがメニューとして必要であると考えＢとした。 

経営革新セミナー受講者をフォローアップし、経営革新計画や経営力向上計画

策定に繋げていく取組みが必要。 

経営計画策定支援セミナーの参加者が少ないようであるので、理由の分析を。 

周知等を効果的に行うことにより、参加事業者数、相談件数を増やしていって

いただきたい。よろず等との共催セミナーや創業セミナーは非常に力が入ってい

て効果が見込まれるので、今後も続けていただきたい。 

持続化補助金の申請企業数も一段落している中で申請企業の掘り起こしの難

しさがあるように思われる。融資制度上の問題もあり、企業に無理に要請できな

い現状も理解できる。 

講評等：目標未達ではあるが、必要メニューと思料。 

当該年度の持続化補助金だけでなく、過去のマル経融資利用者や経営力向上計

画策定企業、経営革新計画承認企業、ものづくり補助金利用企業も対象に加える

と良い。 

必要とされているものは十分行っていると思います。 

フォローアップで計画策定後の状況を数多く収集することで、計画策定支援に

還元できるようになるので、多忙とは思いますが、担当間で協力しながら対応を

続けていただきたい。 

持続化補助金の申請企業数の減少が大きな要因と考えられる。 

講評等：例年通りにてＢ評価とした。 

新聞などマスコミを活用してはどうか。 

    セミナーの回数増を望みます。 

ＧＩＳを効果的に活用することで創業者の計画支援の大きな助けとなるので、

活用の場を拡げる取組みをお願いしたい。 

ＧＩＳ、マケプラの活用は非常に良い取組みと思われるが、実際には企業者の

負担も大きいので、この負荷を軽減する方策も検討したいところである。                       
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６．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 

事 業 等 評 価 

(1) イベントによる需要の開拓と販路拡大 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

(2) 商工会議所等連携によるビジネス交流会 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ 

(3) 公的機関等との受発注促進 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ 

(4) ①ＩＴ活用による需要の開拓（ＢｔｏＣの販路拡大） Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

②     〃      （ＢｔｏＢの販路拡大） Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 

③     〃     （商圏分析ツールによる需要開拓） Ａ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ 

(5) 観光客をターゲットとした需要開拓 Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ 

(6) 展示会等への出展支援 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 

(7) 海外展開による支援 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．地域経済の活性化に資する取組 

事 業 等 評 価 

(1) 藤沢宿遊行の盆 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

(2) ブランド料理等の新製品研究・開発 － Ｃ Ｂ Ａ Ｃ 

(3) 藤沢駅周辺の商店街と大型店が連携事業「LOVE 藤沢」 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講評等：（４）③については、是非、継続推進していただきたい。 

アプリ版は紙ベースと異なり、企業の追加が容易と思われるので、掲載企業を

増やす取り組みが必要。 

マップなどは更新のことも考慮すると利用が広がると思います。  

オリンピックを控え、ＩＴや外国人対応を中心に、引き続きイベントや交流会

に力を入れ、元気な藤沢を全国に発信できるよう取組みをお願いしたい。 

これらの取組みは藤沢商工会議所の特徴でもあるが、年々、高い実績を確保し

ていることは多いに評価できる。          

講評等：概ね達成。 

国の地域資源活用の制度を使ってみるなどの取組みをしてはどうか。ブランド

料理はコース料理に限定しなくてもよいのではないか。トマトと豚のふじさわカ

レーを店舗に広めるには、地元のトマトと豚を使えばよい程度に緩くすると良い

と思う。 

地域経済の活性化事業の中心として多いに成果が出ていると思います。 

地域資源を活用した取組みを積極的に行っていただいており、今後も継続をお

願いしたい。 

地域資源を生かすと伴に、新たな地域イベントの発掘、開発などの取組みにつ

いては多いに評価できる。 
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８．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 

事 業 等 評 価 

(1) 経営革新セミナー・創業セミナーの関係機関との連携・取組 Ａ Ａ  Ａ Ｂ Ａ 

(2) 企業情報交換会事業の取組 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

(3) 厚木基地とのビジネスマッチング事業の取組 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

(4) 県下商工会議所との情報交換についての取組 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ 

(5) 日本政策金融公庫等の支援機関との情報交換についての取組 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．経営指導員等の資質向上等に関すること 

事 業 等 評 価 

(1) 経営指導員の研修内容 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ 

(2) 専門家と経営指導員との支援体制 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

(3) 経営指導員の情報共有 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ 

(4) 商圏分析手法、経営計画書策定に関する研修 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 

(5) 経営指導員の自己研鑚 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講評等：概ね達成。 

経営革新支援の方法など、指導員レベルでの意見交換会があるとよいと思う。 

（５）について、保証協会以外の機関とも連携していると思いますが、定期的

に行われることを期待します。 

県下の商工会議所と連携、情報交換をしながら、引き続き、経営発達支援事業

を推進していただきたい。 

支援機関同士の連携の取組みについては、非常に積極的に展開されている様子

が伺える。 

 

             

講評等：概ね達成。 

（５）は資格を得たことによるメリットの明確化を図るとよいと思われる。 

（４）の回数増やトピックのものを望みます。（５）は多く利用されるとよいと

思います。 

多忙の中、研修会等に多く参加していただいており、引き続き、取組みをお願

いしたい。 

県商工会議所連合会や中小機構などの研修制度を積極的に活用されている。支

援能力向上のための自己研鑽制度を設けていることは評価できるが、中々、職員

の参加が難しい様である。                       
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１０．経営発達支援計画に基づく全体的な事業評価 

評 価 

Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ 

 

講評等：概ね成果は達成されていると考える。湘南創業塾の取組みは非常に良い企画だ

と考えており、把握しきれていない波及効果は大きいと感じている。 

一部目標が高すぎて実績が追い付かないものが見られる。次回策定時に見直し

が必要。今後、廃業、事業承継が大きな課題となってきているので、次回計画に

盛り込む必要があると思われる。 

計画に関するものはもれなく行っています。件数の満たないものについての分

析・対応を望みます。 

取組みにより、多少の達成率の上下はあるが、全体として見れば、適切に推進

しており、８０％以上の評価は可能と思われる。地域経済の中核として、引き続

き、積極的な取組みをお願いしたい。 

継続的な取組みを着実に進めており、具体的成果も年々高まっている。地域の

特性を生かした地域活性化の取組みは多いに評価できる。 


